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第９９６回教育委員会 会議録 

 

平成２６年６月１１日  

１４：００～１４：４５ 

 

①開   会  

  

＜長 南 委 員 長＞ ただいまから、第９９６回教育委員会を開会いたします。 

  

②会議録署名委員

の氏名 

 

  

＜長 南 委 員 長＞ 会議録署名委員に、 小嶋委員 と 涌井委員 を指名いたします。 

  

③会期の決定  

  

＜長 南 委 員 長＞  会期は、本日一日としていかがですか。 

  

＜各 委 員＞ 異議なし。 

  

＜長 南 委 員 長＞  御異議なしと認め、会期は本日一日に決定いたします。 

  

④議   事  

  

＜長 南 委 員 長＞ 議事に入ります。 

 議第１号「平成27年度山形県立高等学校の入学者募集について」、高

校教育課長より説明願います。 

  

＜高校教育課長＞ ≪ 議第１号  説 明 ≫ 

  

＜長 南 委 員 長＞ 御意見、御質問等ございますか。 

  

＜菊 川 委 員＞ この専攻科の卒業生への企業からの就職採用需要は多いのですか。 

  

＜高校教育課長＞ はい。例えば平成 25 年度は９名卒業しておりますが、地元企業に７

名、県外企業に２名就職しています。 

  

＜菊 川 委 員＞ 専門学校に行くと授業料はもっと高いのでしょうが、県立学校ですか

ら比較的安い授業料で、専門的、高度な技術を身につけられるとすれば、

非常に有意義な制度ですね。 

  

＜高校教育課長＞  地元企業からも協力をいただいており、就職に直結した技術を高める
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ような学びができていると考えています。 

  

＜松 村 委 員＞  入学定員は 12 名ということですが、これはどのような基準でこの人

数なのでしょうか。少数精鋭ということですか。 

  

＜高校教育課長＞  専攻科の入学者の多くは米沢工業高校の卒業生です。米沢工業高校の

卒業生は大学などに進学する生徒もおりますし、一方では卒業後すぐに

就職する生徒もいますので、そのことを勘案して、実情にあわせた募集

人数としています。 

 平成 10 年度の開設当時は 10 名の募集人数でしたが、その後、希望者

が多かったため、15 名に増やした経緯があります。現在は少し希望者

が減っているという状況から、12 名に設定しています。やはり、実情

に応じて変えていく必要があると考えております。 

  

＜小 嶋 委 員＞  毎回聞いているのですが、この専攻科を学歴に入れることができない

のかと思っています。例えば鶴岡高専を出ると、山形大学の教養課程が

免除になり、大学２年から進学できますが、この米沢工業高校の専攻科

の場合、そういったことが何もないですよね。 

  

＜高校教育課長＞  はい。この専攻科というのは卒業しても、高校卒業の扱いになってし

まい、我々も課題として考えています。高専の場合は短大卒扱いという

ことになります。 

  

＜小 嶋 委 員＞  履歴書にはどのように書くことができるのですか。 

  

＜高校教育課長＞  専攻科修了という書き方はできると思います。企業側で短大卒と同じ

くらいの力があると認めてくれれば、給与への反映等もできるかと思い

ますが、資格上は残念ながら高卒扱いになります。 

  

＜小 嶋 委 員＞  それでは、職業訓練校に行ったような感じですか。 

  

＜高校教育課長＞  そうですね。 

  

＜菅間教育次長＞  地元の企業にお世話になりながら研究をしているので、在学中から、

卒業したらぜひ我が社に来てほしいと言われています。 

 大学と短大を対象にした研究の大会が毎年あるのですが、そこに専攻

科の生徒が毎年参加して、かなりいい成績を収めています。実践的な研

究ということでは高く評価されています。 

  

＜小 嶋 委 員＞  こういう制度は他の県でもあるのですか。 

  

＜高校教育課長＞  専攻科という学科を設置している県はあまり多くありません。 
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＜長 南 委 員 長＞  先ほど、資格上高卒扱いになることが課題であると発言がありました

が、課題解決のため、どこかに働きかけをしているのですか。 

  

＜高校教育課長＞  以前、学校等から要望を出していた経緯がありますが、やはりそれは

かなわないという状況にあり、今後どのような方向で進めたら良いの

か、引き続き動いていく必要があると考えています。また一方で、先ほ

ども申しましたとおり、募集定員を減らさなければならないという状況

もあり、その辺の兼ね合いも踏まえて、検討していかなければならない

と考えています。 

  

＜長 南 委 員 長＞  わかりました。 

  

＜長 南 委 員 長＞ ほかになければ、原案のとおり可決してよろしいですか。 

  

＜各 委 員＞ 異議なし。 

  

＜長 南 委 員 長＞ 御異議なしと認め、議第１号は、原案のとおり可決いたします。 

  

＜長 南 委 員 長＞ 次に、議第２号から議第４号は人事に関する案件、議第５号は議会提

案前の議案となりますので、これより秘密会としていかがですか。 

  

＜各 委 員＞ 異議なし。 

  

＜長 南 委 員 長＞ 御異議なしと認め、議第２号から議第５号を秘密会といたします。 

  

  ≪ 関係者以外退室 議第２号から議第５号は秘密会にて審議 ≫ 

  

⑤閉   会  

  

＜長 南 委 員 長＞  これで、第９９６回教育委員会を閉会いたします。 

  

  

 


